
 

 

 

 

 

令和５年度（令和４年度実施）島根県公立学校教員採用候補者「一般選考試験」 

の模擬授業における出題の誤りと措置について 

 

１ 試験実施日及び会場 

   実施日：令和４年８月 23日（火）、24日（水） 

   会 場：島根県教育センター 

 

２ 該当問題 

   個人面接の中で実施する模擬授業の問題（中学校「国語」） 

 

３ 誤りの内容 

   模擬授業については、受験者に事前に２題の問題を通知し、試験当日、そのいずれかを

出題することとしていたところ、事前通知に誤りがあった（２題のうち１題が出題予定の

ない誤った問題となっていた）。その結果、試験当日、中学校「国語」受験者の半数（計

10名）に対して、事前通知したものと異なる問題が出題されることとなった。 
   

【受験者に事前通知していた問題（出題予定のない問題）】 

   〔中学校第１学年 国語〕 

     生徒から「字が書ければ、筆順はどうでもいいのではないですか。」という質問が 

ありました。これを受けて学級全体に指導してください。 

【実際に出題した問題】 

   〔中学校第１学年 国語〕 

     書写の指導において、漢字の行書について初めて学習する際の導入場面の授業を 

行ってください。 

 

４ 措置 

   事前通知したものと異なる問題を出題した受験者に対して、事情を説明・謝罪のうえ、

８月 27日（土）及び 28日（日）に再試験を実施した。再試験を希望しなかった受験者に

ついては、８月 23日（火）又は 24日（水）に実施した模擬授業の評価で選考を行う。 

 

５ 原因及び再発防止策 

   模擬授業の問題のデータ管理に不備があり、構想段階の問題が確定版の問題と混在して

保存されており、また、受験者への通知前の確認も不十分だったため、構想段階の問題が

誤って送付されることとなった。 

今後は、再発防止のため、①模擬授業の問題のデータ管理を徹底する（構想段階の問題

が混在しないよう、確定した問題を専用フォルダに保存するなど）とともに、②受験者へ

の通知前に、確定版の問題を把握している担当者（複数名）が、受験者への通知文に正し

い問題が添付されているかを確認するよう徹底する。 

令和４年８月 29日 

島根県教育庁学校企画課 

担当者 村上 修司 
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